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判 例 研 究

〔
判
示
事
項
〕

一
、
有
価
証
券
報
告
書
等
の
虚
偽
記
載
等
に
関
し
て
、
非
財
務
担
当

取
締
役
に
つ
い
て
、
虚
偽
記
載
等
を
「
知
ら
ず
、
か
つ
、
相
当
な
注

意
を
用
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
し

て
金
融
商
品
取
引
法
二
四
条
の
四
・
二
二
条
一
項
責
任
に
つ
き
免
責

を
認
め
た
事
例

二
、
虚
偽
記
載
等
が
な
け
れ
ば
投
資
者
が
有
価
証
券
を
取
得
し
な

か
っ
た
と
み
る
べ
き
場
合
の
損
害
額
に
関
し
て
、
虚
偽
記
載
等
と
相

当
因
果
関
係
の
あ
る
損
害
の
範
囲
を
、
事
案
に
従
っ
て
認
定
し
た
事

例

〔
参
照
条
文
〕

　

金
融
商
品
取
引
法
二
一
条
一
項
一
号
・
二
一
条
二
項
一
号
・
二
二

条
一
項
・
二
四
条
の
四

〔
事
　
実
〕

　

Ａ
は
、
平
成
一
二
年
五
月
一
七
日
に
設
立
さ
れ
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
っ
た
が
、
平
成
二
四
年
二
月

二
二
日
に
破
産
手
続
開
始
決
定
を
受
け
、
Ｙ１
が
破
産
管
財
人
に
就
任

し
た
。
Ｙ２
～
Ｙ４
は
、
中
学
、
高
校
の
同
級
生
で
、
設
立
時
か
ら
平
成

二
二
年
六
月
四
日
ま
で
Ａ
の
取
締
役
で
あ
り
、
Ｙ２
が
会
社
運
営
全
般
、

Ｙ３
が
営
業
、
Ｙ４
が
財
務
を
担
当
し
て
い
た
。
Ｙ５
は
、
平
成
一
四
年
一

有
価
証
券
報
告
書
等
の
虚
偽
記
載
等
に
関
し
て
非
財
務
担
当
取

締
役
の
免
責
の
可
否
と
虚
偽
記
載
等
が
な
け
れ
ば
有
価
証
券
を

取
得
し
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き
場
合
の
損
害
額

〔
商
法　

五
八
一
〕

︵
東
京
地
裁
平
成
二
五
年
二
月
二
二
日
判
決
、

平
成
二
三
年
︵
ワ
）
第
六
三
八
号
損
害
賠
償
事
件
、

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
四
〇
六
号
三
〇
六
頁

）

判
例
研
究
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月
に
従
業
員
と
し
て
Ａ
に
入
社
し
、
平
成
一
八
年
六
月
二
九
日
か
ら

平
成
二
一
年
六
月
二
六
日
ま
で
Ａ
の
取
締
役
と
し
て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業
務
な
ど
の
現
場
業
務
を
担
当
し
て
い
た
。

　

Ａ
は
、
平
成
一
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
一
七
年
三
月
三
一
日
ま

で
の
売
上
げ
を
粉
飾
し
た
虚
偽
の
有
価
証
券
報
告
書
等
を
作
成
す
る

な
ど
し
て
、
平
成
一
七
年
一
二
月
九
日
、
東
証
マ
ザ
ー
ズ
市
場
に
上

場
し
た
。
Ｙ２
～
Ｙ４
は
、
Ａ
の
上
場
準
備
の
過
程
で
、
架
空
売
上
の
計

上
等
の
不
正
な
会
計
処
理
を
継
続
し
、
不
良
債
権
を
正
常
債
権
で
あ

る
か
の
よ
う
に
装
い
、
監
査
法
人
の
監
査
に
対
応
す
る
た
め
に
発
注

書
等
を
変
造
し
、
会
計
証
憑
を
偽
造
す
る
な
ど
し
て
い
た
が
、
こ
れ

ら
の
処
理
等
は
、
Ｙ２
～
Ｙ４
の
み
が
参
加
す
る
経
営
会
議
に
お
い
て
決

定
さ
れ
て
い
た
。

　

Ｙ２
～
Ｙ４
は
、
Ａ
の
株
式
上
場
後
も
、
上
場
で
得
た
株
式
の
売
却
益

な
ど
の
手
持
ち
資
金
や
株
式
担
保
融
資
で
得
た
資
金
を
売
掛
金
の
振

込
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
Ａ
に
入
金
し
、
取
引
先
の
請
求
書
を

偽
造
し
て
架
空
の
経
費
を
Ａ
か
ら
流
出
さ
せ
、
こ
れ
を
架
空
の
売
掛

金
の
支
払
と
し
て
Ａ
に
還
流
さ
せ
る
な
ど
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、

Ａ
は
、
平
成
一
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
〇
年
一
二
月
三
一
日
ま

で
の
売
上
げ
・
損
益
・
純
資
産
の
額
等
に
つ
い
て
虚
偽
の
内
容
が
記

載
さ
れ
た
有
価
証
券
報
告
書
等
を
作
成
し
て
財
務
局
に
提
出
し
た
。

　

Ｙ５
は
、
取
締
役
就
任
後
、
取
締
役
会
に
ほ
ぼ
毎
回
出
席
し
、
会
計

に
係
る
報
告
資
料
に
目
を
通
し
て
い
た
が
、
不
正
を
う
か
が
わ
せ
る

記
載
は
な
く
、
配
布
さ
れ
て
い
た
監
査
証
明
書
に
は
監
査
法
人
に
よ

る
無
限
定
適
正
意
見
が
付
さ
れ
て
い
た
。
Ｙ２
～
Ｙ４
は
、
不
正
な
会
計

処
理
に
つ
い
て
相
談
す
る
際
に
は
、
Ｙ５
が
同
席
し
な
い
よ
う
に
す
る

な
ど
し
て
、
同
処
理
が
Ｙ５
に
発
覚
し
な
い
よ
う
に
努
め
、
Ｙ５
は
、
自

ら
の
会
社
を
設
立
す
る
た
め
に
、
平
成
二
一
年
六
月
二
六
日
に
Ａ
の

取
締
役
を
辞
任
し
退
社
す
る
ま
で
、
不
正
な
会
計
処
理
を
認
識
し
な

か
っ
た
。

　

平
成
二
二
年
三
月
一
六
日
、
Ａ
は
、
監
督
官
庁
の
任
意
調
査
を
契

機
と
し
て
、
過
去
の
不
適
切
な
会
計
処
理
が
疑
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

同
年
四
月
一
三
日
、
会
計
処
理
の
修
正
を
要
す
る
可
能
性
の
あ
る
事

象
に
関
す
る
調
査
を
目
的
と
し
て
外
部
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
こ

と
を
公
表
し
た
。
同
年
六
月
四
日
、
Ａ
は
、
同
委
員
会
の
調
査
の
結

果
、
平
成
一
六
年
三
月
期
か
ら
平
成
二
二
年
三
月
期
ま
で
の
間
粉
飾

決
算
を
前
提
に
し
た
虚
偽
の
内
容
が
記
載
さ
れ
た
有
価
証
券
報
告
書

等
が
提
出
さ
れ
て
い
た
事
実
が
判
明
し
た
こ
と
を
公
表
し
、
同
年
九

月
二
五
日
付
で
同
社
株
式
の
上
場
が
廃
止
さ
れ
た
。

　

上
場
当
初
か
ら
Ａ
の
株
式
を
購
入
し
て
い
た
Ｘ
は
、
本
件
虚
偽
記

載
等
が
発
覚
し
て
株
価
が
下
落
し
損
失
を
被
っ
た
と
し
て
、
Ｙ１
に
対

し
て
、
破
産
債
権
と
し
て
、
金
融
商
品
取
引
法
︵
以
下
「
金
商
法
」

と
い
う
）
二
一
条
の
二
等
に
基
づ
き
一
八
七
六
万
五
四
一
三
円
の
損
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害
賠
償
債
権
を
有
す
る
こ
と
の
確
定
を
求
め
、
Ｙ２
～
Ｙ５
に
対
し
て
、

金
商
法
二
四
条
の
四
等
に
基
づ
き
損
害
金
一
七
六
〇
万
三
四
四
六
円

お
よ
び
民
法
所
定
の
遅
延
損
害
金
の
連
帯
支
払
を
求
め
る
本
件
訴
え

を
提
起
し
た
。

　

本
判
決
は
、
金
商
法
二
一
条
の
二
ま
た
は
証
券
取
引
法
︵
以
下

「
証
取
法
」
と
い
う
）
一
八
条
に
基
づ
く
損
害
金
と
そ
の
確
定
遅
延

損
害
金
の
合
計
額
二
五
九
万
六
二
三
九
円
を
Ｘ
の
Ａ
に
対
す
る
破
産

債
権
と
し
て
確
定
し
、
Ｙ２
～
Ｙ４
に
つ
い
て
は
、
金
商
法
二
四
条
の

四
・
二
二
条
一
項
ま
た
は
証
取
法
二
四
条
の
四
・
二
二
条
一
項
に
基

づ
き
、
二
四
三
万
五
七
九
六
円
お
よ
び
こ
れ
に
対
す
る
年
五
分
の
割

合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の
Ｘ
に
対
す
る
支
払
責
任
を
認
め
た
。
主
な

争
点
は
、
Ｙ５
の
金
商
法
二
四
条
の
四
・
二
二
条
一
項
責
任
の
免
責
の

可
否
と
本
件
虚
偽
記
載
等
に
よ
る
Ｘ
の
損
害
額
で
あ
っ
た
。

〔
判
　
旨
〕

一
　
Ｙ５
の
免
責
に
つ
い
て

　
「
Ａ
で
は
各
取
締
役
の
間
で
職
務
の
分
担
が
さ
れ
て
お
り
、
財
務

に
関
す
る
事
項
は
、
専
ら
こ
れ
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
、
経
験
を

有
す
る
Ｙ２
や
Ｙ４
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
Ｙ５
は
、
現
場
の
実
務

を
担
当
し
て
財
務
に
直
接
携
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
Ｙ５
は
、
ほ

ぼ
毎
回
取
締
役
会
に
出
席
し
、
取
締
役
会
に
提
出
さ
れ
る
会
計
に
係

る
報
告
書
類
に
目
を
通
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
書
類
は
、
い
ず
れ

も
創
業
者
被
告
ら
に
よ
り
証
憑
を
偽
造
す
る
な
ど
し
て
巧
妙
に
虚
偽

記
載
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
判
別
で
き
な
い
よ
う
に
さ
れ
て
い
た
上
、

監
査
法
人
の
無
限
定
適
正
意
見
の
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、

創
業
者
被
告
ら
は
、
不
正
な
会
計
処
理
を
す
る
に
当
た
り
Ｙ５
を
謀
議

か
ら
排
除
し
、
Ｙ５
が
こ
れ
に
気
が
付
か
な
い
よ
う
に
秘
密
裏
に
事
を

進
め
て
い
た
こ
と
に
照
ら
す
と
、
Ｙ５
は
、
本
件
虚
偽
記
載
等
に
つ
い

て
知
ら
ず
、
か
つ
、
相
当
な
注
意
を
用
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
知
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

二
　
Ｘ
の
損
害
額
に
つ
い
て

　
「
Ｙ２
～
Ｙ４
は
、
Ａ
を
上
場
さ
せ
る
た
め
に
粉
飾
決
算
を
行
う
よ
う

に
な
り
、
そ
の
額
も
平
成
一
七
年
三
月
期
に
お
い
て
公
表
売
上
額
約

六
億
四
三
〇
〇
万
円
の
う
ち
約
二
億
五
七
〇
〇
万
円
に
も
上
っ
て
い

た
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
…
…
粉
飾
決
算
に
基
づ
く
有
価
証
券
報
告
書

等
が
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
Ａ
は
本
件
上
場
を
し
て
い
な
か
っ
た
と
推

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
Ａ
は
、
本
件
上
場
後
も
多
額
の
粉
飾
を
し
た
売
上
を
計

上
し
て
有
価
証
券
報
告
書
等
に
虚
偽
の
記
載
を
続
け
、
仮
に
こ
れ
が

発
覚
す
れ
ば
上
場
が
廃
止
さ
れ
て
い
た
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

︵
現
に
、
本
件
虚
偽
記
載
等
発
覚
後
間
も
な
く
し
て
Ａ
の
株
式
は
上

場
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
。）
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
虚
偽
記
載
等
が
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な
け
れ
ば
、
Ｘ
が
市
場
で
Ａ
の
株
式
を
取
得
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
。」

　

そ
の
上
で
、
本
判
決
は
最
判
平
成
二
三
年
九
月
一
三
日
民
集
六
五

巻
六
号
二
五
一
一
頁
︵
以
下
「
西
武
鉄
道
事
件
最
高
裁
判
決
」
と
い

う
）
を
引
用
し
、
Ｘ
の
損
害
額
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
認
定
し
た
。

　

Ｘ
が
本
件
虚
偽
記
載
等
発
覚
前
に
売
却
し
た
株
式
に
つ
い
て
は
、

「
購
入
時
か
ら
売
却
時
ま
で
の
値
下
が
り
分
は
い
ず
れ
も
経
済
情
勢

等
の
変
動
に
係
る
本
件
虚
偽
記
載
等
に
起
因
し
な
い
市
場
価
格
の
下

落
分
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
Ｘ
に
本
件
虚
偽
記
載
等
と
相
当
因
果
関

係
の
あ
る
損
害
は
生
じ
て
い
な
い
と
い
え
る
。」
と
し
た
。

　

Ｘ
が
現
在
ま
で
保
有
し
て
い
る
株
式
に
つ
い
て
は
、「
四
月
一
三

日
発
表
後
の
株
価
の
下
落
は
、
三
月
一
一
日
発
表
〔
筆
者
注
：
Ａ
が

子
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
の
発
表
〕
を
受
け
て
一
時
的
に
急
上
昇
し

た
株
価
が
経
済
情
勢
等
に
よ
っ
て
下
落
し
た
局
面
で
あ
る
と
解
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
四
月
一
三
日
発
表
に
よ
る
も
の

と
直
ち
に
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
、
六
月
四
日
発
表
後
の
株
価
の
急
落
は
、
そ
の
内
容

が
、
外
部
調
査
委
員
会
の
調
査
の
結
果
Ａ
で
多
額
の
粉
飾
決
算
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
決
算
を
修
正
す
る
必
要
が
あ
り
、
Ａ

の
株
式
が
監
理
銘
柄
に
指
定
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
…
…

か
ら
す
る
と
、
本
件
虚
偽
記
載
等
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
起
因

す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
同
日
以
降
の
値
下
が
り
分
は
、
本

件
虚
偽
記
載
等
と
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
損
害
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。

　

そ
し
て
、
平
成
二
三
年
〔
筆
者
注
：
原
文
マ
マ
。
正
し
く
は
平
成

二
二
年
で
あ
る
と
考
え
る
〕
六
月
四
日
の
Ａ
の
株
式
の
終
値
は
一
万

一
三
二
〇
円
で
あ
り
…
…
、
口
頭
弁
論
終
結
時
の
Ａ
の
株
価
は
、
Ａ

が
破
産
し
て
い
る
こ
と
か
ら
〇
円
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
Ｘ
が
同
年

六
月
四
日
ま
で
に
購
入
し
、
現
在
ま
で
Ｘ
が
保
有
し
て
い
る
株
式
は

一
九
八
株
で
あ
る
か
ら
、
Ｘ
が
本
件
虚
偽
記
載
等
で
被
っ
た
因
果
関

係
の
あ
る
損
害
は
、
二
二
四
万
一
三
六
〇
円
︵
＝
︵
一
万
一
三
二
〇

円
︲
〇
円
）
／
株
×
一
九
八
株
）
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。」
と
し

た
。

　
「
Ｙ１
は
、
Ｘ
が
Ａ
の
株
式
の
上
場
廃
止
後
も
こ
れ
を
保
有
し
続
け
、

Ａ
の
破
産
に
よ
り
こ
れ
が
無
価
値
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
は
、

本
件
虚
偽
記
載
等
に
起
因
す
る
と
は
い
え
な
い
と
主
張
す
る
が
、
破

産
会
社
の
株
式
の
上
場
が
廃
止
さ
れ
た
と
し
て
も
、
直
ち
に
破
産
会

社
の
事
業
活
動
ま
で
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
そ
の
株
価
が

当
然
に
下
落
す
る
こ
と
に
も
な
ら
な
い
か
ら
、
破
産
会
社
の
株
主
が

そ
の
後
も
株
式
を
保
有
し
続
け
る
こ
と
も
通
常
あ
り
得
る
事
態
と
い

う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
後
破
産
会
社
に
つ
い
て
破
産
決
定
が
さ
れ
て

そ
の
株
式
が
無
価
値
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
も
、
本
件
虚
偽
記
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載
等
と
因
果
関
係
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

〔
研
　
究
〕

一
　
本
判
決
の
意
義

　

本
判
決
は
、
有
価
証
券
報
告
書
等
の
虚
偽
記
載
等
に
関
し
て
、
非

財
務
担
当
取
締
役
Ｙ５
に
つ
い
て
、
本
件
虚
偽
記
載
等
を
「
知
ら
ず
、

か
つ
、
相
当
な
注
意
を
用
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
知
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
」
と
し
て
金
商
法
二
四
条
の
四
・
二
二
条
一
項
責
任
に
つ

き
免
責
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
有
価
証
券
報
告
書
等
の
虚
偽
記
載

等
を
理
由
と
す
る
発
行
者
の
役
員
等
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟

は
、
発
行
者
を
被
告
と
す
る
訴
訟
と
比
べ
る
と
ま
だ
数
は
少
な
く
、

「
相
当
な
注
意
を
用
い
た
」
の
判
断
枠
組
み
は
必
ず
し
も
明
確
に

な
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
本
判
決
は
、「
相
当
な
注
意
」
の
意

義
に
つ
い
て
一
般
論
は
述
べ
て
お
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
事
例
判
決
と
し

て
の
意
義
が
あ
る
。

　

ま
た
、
本
件
で
は
、
虚
偽
記
載
等
に
基
づ
く
Ａ
お
よ
び
Ｙ２
～
Ｙ４
に

対
す
る
損
害
賠
償
責
任
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
本
判
決
は
、
本
件
事

案
が
、
虚
偽
記
載
等
が
な
け
れ
ば
有
価
証
券
を
取
得
し
な
か
っ
た
と

み
る
べ
き
場
合
に
該
当
す
る
と
し
、
西
武
鉄
道
事
件
最
高
裁
判
決
の

論
法
を
用
い
て
損
害
額
を
算
定
し
た
が
、
虚
偽
記
載
と
相
当
因
果
関

係
の
あ
る
損
害
の
範
囲
に
つ
い
て
認
定
し
た
も
の
と
し
て
参
考
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

二
　「
相
当
な
注
意
を
用
い
た
」
に
関
す
る
判
断

　

発
行
者
の
役
員
は
、
有
価
証
券
届
出
書
の
虚
偽
記
載
等
に
つ
い
て
、

虚
偽
記
載
等
を
知
ら
ず
、
か
つ
、
相
当
な
注
意
を
用
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
場
合
に
限
り
、

金
商
法
二
一
条
一
項
の
責
任
を
免
責
さ
れ
る
︵
金
商
法
二
一
条
二
項

一
号
）。
こ
の
規
定
の
趣
旨
は
、
発
行
者
の
役
員
に
実
際
に
注
意
を

払
わ
せ
て
、
有
価
証
券
届
出
書
の
完
全
か
つ
正
確
な
記
載
を
確
保
さ

せ
る
こ
と
に
あ
る
︵
神
崎
克
郎
＝
志
谷
匡
史
＝
川
口
恭
弘
『
金
融
商

品
取
引
法
』〔
青
林
書
院
、
二
〇
一
二
年
〕
五
五
四
頁
）。
こ
の
免
責

要
件
は
有
価
証
券
報
告
書
等
の
虚
偽
記
載
等
に
も
準
用
さ
れ
て
い
る

︵
金
商
法
二
四
条
の
四
、
二
二
条
二
項
）。「
相
当
な
注
意
を
用
い
た
」

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
や
学
説
は
、
法
の
趣
旨
を
没
却
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
そ
の
意
義
を
比
較
的
厳
格
に
解
釈
し
て
き
た

︵
藤
林
大
地
「
判
批
」
金
融
・
商
事
判
例
一
四
七
九
号
〔
二
〇
一
五

年
〕
三
頁
、
寺
前
慎
太
郎
「
判
批
」
同
志
社
法
学
六
七
巻
一
号
〔
二

〇
一
五
年
〕
三
〇
九
頁
）。

　

例
え
ば
、
ラ
イ
ブ
ド
ア
事
件
地
裁
判
決
︵
東
京
地
判
平
成
二
一
年

五
月
二
一
日
金
融
・
商
事
判
例
一
三
一
八
号
十
四
頁
）
は
、「
い
ず

れ
の
取
締
役
も
会
社
の
業
務
全
般
に
つ
い
て
協
議
、
決
定
を
し
、
こ
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れ
を
監
督
す
べ
き
地
位
に
あ
り
、
ま
た
、
旧
証
取
法
は
担
当
の
如
何

を
問
わ
ず
全
取
締
役
に
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
せ
て
有
価
証
券
報
告

書
の
正
確
性
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
技
術
担

当
で
あ
る
と
か
、
非
常
勤
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
単
に
与
え
ら
れ

た
情
報
を
基
に
有
価
証
券
報
告
書
の
正
確
性
を
判
断
す
れ
ば
足
り
る

も
の
で
は
な
い
」
と
判
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
ラ
イ
ブ
ド
ア
事
件
高

裁
判
決
︵
東
京
高
判
平
成
二
三
年
一
一
月
三
〇
日
金
融
・
商
事
判
例

一
三
八
九
号
三
六
頁
）
は
、
技
術
担
当
取
締
役
で
あ
る
と
か
、
海
外

に
滞
在
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
注
意
義
務
の
程
度
が
当
然
に
軽

減
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
な
お
、
相
当
な
注
意
を
実

際
に
用
い
た
事
実
を
認
定
せ
ず
、
相
当
な
注
意
を
用
い
た
と
し
て
も

虚
偽
記
載
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
、
役
員
会
で
の
報

告
を
聞
く
に
と
ど
ま
り
、
虚
偽
記
載
等
の
原
因
と
な
る
取
引
の
書
類

関
係
な
ど
を
積
極
的
に
確
認
・
調
査
し
な
か
っ
た
代
表
取
締
役
︵
最

高
技
術
責
任
者
）
の
免
責
を
認
め
た
裁
判
例
︵
イ
ン
ネ
ク
ス
ト
地
裁

判
決
〔
東
京
地
判
平
成
二
七
年
八
月
二
八
日
ウ
エ
ス
ト
ロ
ー
・
ジ
ャ

パ
ン
二
〇
一
五
Ｗ
Ｌ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ
〇
八
二
八
八
〇
一
三
〕）
も
あ
る
。

　

学
説
で
は
、
開
示
書
類
の
作
成
に
関
与
し
な
か
っ
た
取
締
役
で

あ
っ
て
も
、
単
に
記
載
の
正
確
性
に
つ
い
て
担
当
役
員
に
質
問
し
、

記
載
が
正
確
で
あ
る
旨
の
返
答
を
得
た
だ
け
で
は
相
当
な
注
意
を
用

い
た
こ
と
に
な
ら
な
い
し
、
ま
た
、
病
気
、
遠
隔
地
で
の
居
住
、
多

忙
、
開
示
書
類
の
記
載
内
容
を
理
解
す
る
能
力
を
有
し
な
い
こ
と
な

ど
も
、
免
責
の
理
由
に
な
ら
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
︵
神
崎
ほ

か
・
前
掲
五
五
三
～
五
五
四
頁
）。

　

本
判
決
は
、
①
Ａ
で
は
各
取
締
役
の
間
で
職
務
の
分
担
が
さ
れ
て

お
り
、
財
務
に
関
す
る
事
項
は
、
専
ら
こ
れ
に
関
す
る
専
門
的
な
知

識
、
経
験
を
有
す
る
Ｙ２
や
Ｙ４
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
②
Ｙ５
は
、

現
場
の
実
務
を
担
当
し
て
財
務
に
直
接
携
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、

③
Ｙ５
は
ほ
ぼ
毎
回
取
締
役
会
に
出
席
し
取
締
役
会
に
提
出
さ
れ
る
会

計
に
係
る
報
告
書
類
に
目
を
通
し
て
い
た
こ
と
、
④
取
締
役
会
提
出

の
会
計
に
係
る
報
告
書
類
は
Ｙ２
～
Ｙ４
に
よ
る
証
憑
の
偽
造
な
ど
に
よ

り
虚
偽
記
載
等
が
判
別
で
き
な
い
よ
う
に
巧
妙
に
作
成
さ
れ
て
い
た

こ
と
、
⑤
不
正
会
計
処
理
に
関
す
る
協
議
は
Ｙ５
を
排
除
す
る
形
で
秘

密
裏
に
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
⑥
会
計
に
係
る
報
告
書
類
に
対
し

て
監
査
法
人
が
無
限
定
適
正
意
見
を
表
明
し
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
、

Ｙ５
は
、
虚
偽
記
載
等
に
つ
い
て
知
ら
ず
、
か
つ
、
相
当
な
注
意
を
用

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
認
め
る

の
が
相
当
で
あ
る
と
し
て
、
Ｙ５
の
免
責
の
抗
弁
の
成
立
を
認
め
た
。

　

本
判
決
が
認
定
し
た
①
～
⑥
の
事
実
の
う
ち
、
Ｙ５
が
行
っ
た
行
為

に
関
す
る
も
の
は
、
③
の
み
で
あ
る
。
①
②
は
、
Ａ
に
お
け
る
職
務

の
分
担
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
り
、
④
⑤
は
、
本
件
虚
偽
記
載
等
や

そ
の
原
因
で
あ
る
不
正
な
会
計
処
理
に
つ
い
て
Ｙ５
は
認
識
す
る
こ
と
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が
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
り
、
⑥
は
、

会
計
に
係
る
報
告
書
類
の
記
載
の
正
確
性
を
Ｙ５
は
一
応
信
頼
で
き
る

状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
︵
藤
林
・
前
掲

三
～
四
頁
、
黒
沼
悦
郎
「
判
批
」
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
五
二
号

〔
二
〇
一
六
年
〕
八
一
頁
参
照
）。

　

①
②
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ら
は
Ｙ２
お
よ
び
Ｙ４
の
職
務
執
行
を
Ｙ５
が

信
頼
し
う
る
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
り
、

本
判
決
は
信
頼
の
権
利
を
考
慮
し
て
Ｙ５
の
免
責
を
認
め
た
と
す
る
見

解
︵
寺
前
・
前
掲
三
一
三
頁
）
が
あ
る
。
有
価
証
券
報
告
書
等
の
内

容
が
問
題
と
な
っ
た
場
合
、
開
示
書
類
の
作
成
を
担
当
す
る
取
締
役

か
ら
の
情
報
が
ほ
か
の
取
締
役
の
信
頼
に
値
す
る
と
評
価
さ
れ
る
た

め
に
は
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
、
有
効
に
機
能
し
て
い

る
こ
と
が
前
提
に
な
る
と
思
わ
れ
る
︵
野
村
修
也
「
判
批
」
江
頭
憲

治
郎
ほ
か
編
『
会
社
法
判
例
百
選
〔
第
二
版
〕』〔
有
斐
閣
、
二
〇
一

一
年
〕
一
一
三
頁
）。
仮
に
①
②
が
信
頼
の
権
利
を
指
摘
す
る
趣
旨

の
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
財
務
事
項
に
係
る
職
務
の
合
理
的
な
分

担
だ
け
で
な
く
、
財
務
報
告
に
係
る
合
理
的
な
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム

の
整
備
が
適
切
に
な
さ
れ
て
い
た
か
も
検
討
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
︵
寺
前
・
前
掲
三
一
四
頁
、
藤
林
・
前
掲
七
頁
）。
し
か

し
、
本
判
決
は
こ
れ
に
つ
い
て
の
検
討
を
欠
い
て
い
る
。
こ
の
点
に

関
し
て
は
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
が
適
切
に
整
備
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
、
正
確
な
財
務
報
告
が
行
わ
れ
る
保
証
が
得
ら
れ
な
く
な
る
か
ら
、

財
務
報
告
の
正
確
性
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
、
内
部
統
制
に
の
み

依
拠
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
Ｙ５
に
は
記
載

の
信
頼
性
を
確
認
す
る
た
め
の
的
確
な
質
問
な
い
し
調
査
が
要
求
さ

れ
、
取
締
役
会
で
報
告
書
類
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
け
で
は
「
相
当

な
注
意
」
を
用
い
た
こ
と
に
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
④
⑤
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
Ｙ５
が
「
虚
偽
記

載
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
こ
と
の
証
拠
に
は
な
り
う
る
が
、

Ｙ５
が
「
相
当
な
注
意
を
用
い
た
」
こ
と
の
証
拠
に
は
な
ら
な
い
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
︵
黒
沼
・
前
掲
八
一
頁
）。「
相
当
な
注
意
」
が
認
め

ら
れ
る
に
は
、
実
際
に
相
当
な
注
意
を
用
い
た
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

仮
に
相
当
な
注
意
を
尽
く
し
た
と
し
て
も
虚
偽
記
載
を
知
り
え
な

か
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
も
、
免
責
は
認
め
ら
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、

裁
判
例
の
中
に
は
、
こ
の
よ
う
な
抗
弁
を
認
め
る
裁
判
例
︵
例
え
ば
、

西
武
鉄
道
事
件
地
裁
判
決
〔
東
京
地
判
平
成
二
〇
年
四
月
二
四
日
金

融
・
商
事
判
例
一
二
九
三
号
四
二
頁
〕、
前
掲
イ
ン
ネ
ク
ス
ト
地
裁

判
決
）
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、「
相
当
な
注
意
を
用
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
」
と
い
う
文
言
に
反
す
る
の
み
な
ら
ず
、
役
員
等
に

実
際
に
注
意
を
払
わ
せ
て
有
価
証
券
報
告
書
等
の
完
全
か
つ
正
確
な

記
載
を
確
保
し
よ
う
と
の
金
商
法
の
趣
旨
を
没
却
す
る
と
批
判
さ
れ

て
い
る
︵
黒
沼
悦
郎
「
西
武
鉄
道
事
件
判
決
の
検
討
〔
中
〕」
商
事
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法
務
一
八
三
九
号
〔
二
〇
〇
八
年
〕
二
一
頁
）。

　

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
本
判
決
は
、
結
局
Ｙ５
が
監
査
法
人
の

監
査
証
明
を
信
頼
し
た
こ
と
だ
け
で
、「
相
当
な
注
意
を
用
い
た
」

と
認
定
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
監
査
証
明
が
信
頼
の
権
利

の
対
象
と
な
る
か
が
争
点
に
な
る
。
会
計
の
専
門
家
と
し
て
の
監
査

人
の
適
正
意
見
を
信
頼
の
権
利
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
は
合
理
性
が

あ
り
、
こ
れ
が
肯
定
さ
れ
る
と
、
監
査
証
明
を
信
頼
す
れ
ば
「
相
当

な
注
意
」
を
尽
く
し
た
と
の
抗
弁
を
基
礎
付
け
る
重
要
な
事
実
と
な

る
。
た
だ
学
説
で
は
、
監
査
人
の
監
査
証
明
に
関
し
て
は
、
代
表
取

締
役
や
財
務
担
当
取
締
役
に
つ
い
て
は
「
相
当
な
注
意
」
の
程
度
を

軽
減
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
以
外
の
取
締
役
に
つ
い
て
も
監

査
証
明
へ
の
信
頼
の
み
で
「
相
当
な
注
意
」
が
肯
定
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
い
と
す
る
否
定
説
が
有
力
で
あ
る
︵
遠
藤
元
一
「
取
締
役
・
監

査
役
の
「
相
当
な
注
意
を
用
い
た
」︵
金
融
商
品
取
引
法
二
一
条
二

項
一
号
）
に
関
す
る
判
断
枠
組
み
」
商
事
法
務
二
一
一
五
号
〔
二
〇

一
六
年
〕
二
二
頁
参
照
）。
開
示
書
類
に
虚
偽
記
載
等
を
す
る
と
い

う
違
法
行
為
は
、
発
行
会
社
内
部
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
抗
弁
を
認
め
る
と
、
作
成
担
当
者
・
関
与
者
に
対
す
る

監
視
が
弱
め
ら
れ
て
し
ま
い
、
役
員
等
に
実
際
に
注
意
を
払
わ
せ
て

有
価
証
券
報
告
書
等
の
完
全
か
つ
正
確
な
記
載
を
確
保
し
よ
う
と
の

金
商
法
の
意
図
が
後
退
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
妥
当
と
は
い
え
な
い
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、「
相
当
な
注
意
を
用
い
た
」
に
つ
い
て
は
、

有
価
証
券
報
告
書
等
の
記
載
内
容
の
適
正
さ
を
図
ろ
う
と
し
た
法
の

趣
旨
を
没
却
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
厳
格
に
認
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
が
、
本
判
決
で
は
、
Ｙ５
が
「
相
当
な
注
意
を
用
い
た
」
と
の
判
断

に
関
わ
る
上
記
の
事
情
か
ら
、
そ
の
認
定
は
不
十
分
な
証
拠
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

三
　
虚
偽
記
載
等
が
な
け
れ
ば
有
価
証
券
を
取
得
し
な
か
っ
た
と
み

る
べ
き
場
合
の
損
害
額

　

本
判
決
が
そ
の
論
理
を
採
用
す
る
西
武
鉄
道
事
件
最
高
裁
判
決
は
、

「
有
価
証
券
報
告
書
等
に
虚
偽
の
記
載
が
さ
れ
て
い
る
上
場
株
式
を

取
引
所
市
場
に
お
い
て
取
得
し
た
投
資
者
が
、
当
該
虚
偽
記
載
が
な

け
れ
ば
こ
れ
を
取
得
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き
場
合
、
当

該
虚
偽
記
載
に
よ
り
上
記
投
資
者
に
生
じ
た
損
害
の
額
、
す
な
わ
ち

当
該
虚
偽
記
載
と
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
損
害
の
額
は
、
上
記
投
資

者
が
、
当
該
虚
偽
記
載
の
公
表
後
、
上
記
株
式
を
取
引
所
市
場
に
お

い
て
処
分
し
た
と
き
は
そ
の
取
得
価
額
と
処
分
価
額
と
の
差
額
を
、

ま
た
、
上
記
株
式
を
保
有
し
続
け
て
い
る
と
き
は
そ
の
取
得
価
額
と

事
実
審
の
口
頭
弁
論
終
結
時
の
上
記
株
式
の
市
場
価
額
︵
上
場
が
廃

止
さ
れ
た
場
合
に
は
そ
の
非
上
場
株
式
と
し
て
の
評
価
額
。
以
下
同

じ
。）
と
の
差
額
を
そ
れ
ぞ
れ
基
礎
と
し
、
経
済
情
勢
、
市
場
動
向
、
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当
該
会
社
の
業
績
等
当
該
虚
偽
記
載
に
起
因
し
な
い
市
場
価
額
の
下

落
分
を
上
記
差
額
か
ら
控
除
し
て
、
こ
れ
を
算
定
す
べ
き
も
の
と
解

さ
れ
る
。」
と
判
示
し
て
い
る
。

　

本
判
決
は
、
本
件
事
案
が
、
虚
偽
記
載
等
が
な
け
れ
ば
有
価
証
券

を
取
得
し
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き
場
合
に
該
当
す
る
と
し
、
Ａ
お
よ

び
Ｙ２
～
Ｙ４
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
肯
定
し
て
い
る
。
こ
う
み
る

べ
き
理
由
と
し
て
、
本
判
決
は
、
Ａ
は
、
①
粉
飾
決
算
が
な
け
れ
ば

株
式
を
上
場
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
②
上
場
後
の
粉
飾
決
算
が
発

覚
す
れ
ば
上
場
廃
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
①
②
い
ず

れ
か
一
方
の
事
実
だ
け
で
も
、
虚
偽
記
載
等
が
な
け
れ
ば
有
価
証
券

を
取
得
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
か
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
妥
当
な

判
断
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
本
判
決
は
、
西
武
鉄
道
事
件
最
高
裁
判
決
の
損
害
額
の

算
定
方
法
を
用
い
、
Ｘ
の
保
有
株
式
に
つ
い
て
、
取
得
価
額
と
現
在

の
評
価
額
と
の
差
額
か
ら
虚
偽
記
載
に
起
因
し
な
い
市
場
価
額
の
下

落
分
を
控
除
し
て
い
る
。
同
最
高
裁
判
決
の
多
数
意
見
は
、
流
通
市

場
に
お
け
る
取
得
者
に
よ
る
一
般
不
法
行
為
規
定
に
基
づ
く
損
害
賠

償
請
求
に
関
し
、
虚
偽
記
載
等
と
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
損
害
の
額

は
、
取
得
価
額
と
処
分
価
額
と
の
差
額
︵
有
価
証
券
を
保
有
し
続
け

て
い
る
と
き
は
、
取
得
価
額
と
事
実
審
の
口
頭
弁
論
終
結
時
の
有
価

証
券
の
市
場
価
額
と
の
差
額
）
か
ら
、
経
済
情
勢
、
市
場
動
向
、
当

該
会
社
の
業
績
等
当
該
虚
偽
記
載
に
起
因
し
な
い
市
場
価
額
の
下
落

分
を
控
除
し
た
額
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
寺
田
逸
郎
裁
判
官
は
、
金
商
法
一
九
条
こ
そ
が
多
数

意
見
の
考
え
方
に
沿
っ
た
構
造
を
有
す
る
規
定
で
あ
る
と
の
意
見
を

述
べ
て
い
る
。
金
商
法
一
九
条
は
、
虚
偽
記
載
の
あ
る
届
出
書
の
届

出
者
等
の
賠
償
責
任
額
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
同
条
一
項
は
、
発

行
者
が
賠
償
す
べ
き
額
は
、
取
得
価
額
か
ら
処
分
価
額
ま
た
は
損
害

賠
償
請
求
時
の
市
場
価
額
を
控
除
し
た
額
で
あ
る
と
定
め
て
い
る
。

こ
の
額
に
対
し
て
、
請
求
権
者
が
受
け
た
損
害
の
額
の
全
部
ま
た
は

一
部
が
、
虚
偽
記
載
等
に
よ
っ
て
生
ず
べ
き
値
下
が
り
以
外
の
事
情

︵
以
下
「
他
事
情
」
と
い
う
）
に
よ
り
生
じ
た
こ
と
を
発
行
者
が
証

明
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
損
害
賠
償
責

任
を
免
れ
る
︵
二
項
）。

　

一
九
条
二
項
に
関
し
て
、
他
事
情
に
よ
り
生
じ
た
損
害
と
は
何
か

が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
有
力
な
学
説
は
、
有
価
証
券
の

価
格
の
下
落
の
う
ち
、
証
券
市
場
全
体
の
価
格
変
動
や
虚
偽
記
載
等

と
は
関
係
な
い
発
行
者
に
固
有
の
事
情
に
よ
っ
て
下
落
し
た
部
分
は
、

他
事
情
に
よ
り
生
じ
た
損
害
に
該
当
せ
ず
、
同
条
一
項
に
基
づ
い
て

算
出
さ
れ
た
額
か
ら
減
額
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
し
て
い
る

︵
岸
田
雅
雄
監
修
『
注
釈
金
融
商
品
取
引
法
〔
第
一
巻
〕』〔
金
融
財

政
事
情
研
究
会
、
二
〇
一
一
年
〕
二
五
七
頁
〔
加
藤
貴
仁
〕、
山
下
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友
信
＝
神
田
秀
樹
編
『
金
融
商
品
取
引
法
概
説
』〔
有
斐
閣
、
二
〇

一
〇
年
〕
一
八
九
頁
〔
小
出
篤
〕、
神
崎
＝
志
谷
＝
川
口
・
前
掲
三

六
二
頁
）。
こ
の
説
は
、
同
条
は
、
請
求
権
者
を
証
券
の
取
得
以
前

の
状
態
に
戻
す
と
い
う
原
状
回
復
的
損
害
賠
償
の
考
え
方
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
と
解
釈
し
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
請
求
権
者
が
当

該
有
価
証
券
を
取
得
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
被
ら
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
損
害
は
、
す
べ
て
虚
偽
記
載
等
と
因
果
関
係
の
あ
る
損

害
で
あ
り
、
損
害
賠
償
額
か
ら
減
額
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
論
理

構
成
を
し
て
い
る
︵
黒
沼
悦
郎
＝
太
田
洋
編
著
『
論
点
体
系　

金
融

商
品
取
引
法
〔
１
〕』〔
第
一
法
規
、
二
〇
一
四
年
〕
一
二
七
頁
〔
荒

達
也
〕
参
照
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
証
券
市
場
全
体
の
価
格
変
動
等

の
一
般
的
な
事
情
に
よ
る
下
落
分
に
つ
い
て
は
、
他
事
情
に
よ
り
生

じ
た
損
害
に
該
当
し
、
損
害
賠
償
額
か
ら
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
す
る
説
も
あ
る
︵
江
頭
憲
治
郎
「
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
と
民
事

責
任
」
証
券
業
報
五
四
六
号
〔
一
九
九
六
年
〕
二
六
頁
）。

　

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
発
行
者
に
固
有
の
事
情
に
よ
っ
て
下
落

し
た
部
分
は
、
請
求
権
者
が
当
該
有
価
証
券
を
取
得
し
て
い
な
か
っ

た
と
し
た
な
ら
ば
被
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
損
害
で
あ
り
、
す
べ
て

虚
偽
記
載
等
と
因
果
関
係
が
あ
る
か
ら
、
損
害
賠
償
額
か
ら
減
額
す

べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
証
券
市
場
全
体

の
変
動
等
の
一
般
的
な
事
情
に
よ
る
下
落
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
有

価
証
券
で
は
な
く
他
の
有
価
証
券
を
取
得
し
て
い
た
と
し
て
も
被
っ

た
で
あ
ろ
う
損
害
で
あ
り
、
他
事
情
に
よ
り
生
じ
た
損
害
に
該
当
し
、

損
害
賠
償
額
か
ら
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
も
っ
と
も
、

証
券
市
場
に
お
け
る
投
資
対
象
と
し
て
当
該
有
価
証
券
し
か
考
え
て

い
な
い
投
資
者
も
存
在
し
う
る
た
め
、
証
券
市
場
全
体
の
変
動
等
の

一
般
的
な
事
情
に
よ
る
下
落
分
の
控
除
を
検
討
す
る
際
、
ま
ず
投
資

履
歴
や
動
機
な
ど
か
ら
そ
の
よ
う
な
投
資
者
で
あ
る
か
ど
う
か
を
認

定
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
投
資
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
該

有
価
証
券
を
取
得
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
他
の
有
価
証
券

を
取
得
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
か
ら
、
証
券
市
場
全
体
の
変
動
等
に

よ
る
リ
ス
ク
を
も
負
う
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴

う
損
害
と
虚
偽
記
載
等
と
の
間
に
は
因
果
関
係
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

虚
偽
記
載
等
と
の
因
果
関
係
に
関
し
て
、
本
判
決
は
、
平
成
二
二

年
六
月
四
日
本
件
虚
偽
記
載
等
が
公
表
さ
れ
る
ま
で
の
Ａ
株
価
の
下

落
は
、
す
べ
て
本
件
虚
偽
記
載
等
に
起
因
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
同

日
の
発
表
後
の
下
落
は
、
す
べ
て
本
件
虚
偽
記
載
等
と
相
当
因
果
関

係
の
あ
る
損
害
で
あ
る
と
認
定
し
た
。

　

投
資
者
が
取
得
し
て
か
ら
虚
偽
記
載
等
が
公
表
さ
れ
る
ま
で
の
間

の
株
式
の
市
場
価
額
の
下
落
に
つ
い
て
は
、
西
武
鉄
道
事
件
最
高
裁

判
決
は
、
虚
偽
記
載
と
は
無
関
係
な
要
因
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ

と
が
多
い
と
い
う
一
般
論
を
示
し
つ
つ
も
、
虚
偽
記
載
公
表
前
に
問
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題
の
株
主
が
他
人
名
義
で
所
有
し
て
い
た
株
式
を
売
却
す
る
な
ど
し

て
虚
偽
記
載
の
一
部
が
解
消
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
虚
偽
記
載
公

表
前
に
も
、
虚
偽
記
載
に
起
因
し
た
株
価
下
落
が
あ
っ
た
可
能
性
が

あ
る
と
し
て
、
虚
偽
記
載
と
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
損
害
額
に
つ
い

て
更
に
審
理
を
尽
く
さ
せ
る
た
め
、
原
審
に
差
し
戻
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
本
判
決
は
、
虚
偽
記
載
公
表
前
の
Ａ
株
価
の
下

落
は
、
す
べ
て
本
件
虚
偽
記
載
等
に
起
因
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
認

定
し
た
。
し
か
し
、
本
件
で
は
、
平
成
二
二
年
四
月
一
三
日
外
部
調

査
委
員
会
設
置
の
発
表
は
、
Ａ
で
粉
飾
決
算
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
窺
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
同
発
表
を
受
け
た
株
価
の
急
落

の
少
な
く
と
も
一
部
は
、
本
件
虚
偽
記
載
等
と
相
当
因
果
関
係
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
Ａ
の
市
場
株
価
は
長
年
の
粉
飾
決
算
に

よ
っ
て
真
の
業
績
を
反
映
し
た
こ
と
な
ど
一
度
も
な
か
っ
た
と
い
っ

た
本
件
の
特
殊
性
を
考
慮
し
て
、
少
な
く
と
も
Ａ
の
業
績
悪
化
に
起

因
す
る
株
価
の
下
落
に
よ
る
損
害
は
、
取
得
価
額
と
現
在
の
評
価
額

と
の
差
額
か
ら
控
除
す
べ
き
で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
︵
黒

沼
・
前
掲
判
批
八
一
頁
）。
前
述
し
た
よ
う
に
、
発
行
者
に
固
有
の

事
情
に
起
因
す
る
株
価
の
下
落
に
よ
る
損
害
は
、
す
べ
て
虚
偽
記
載

等
と
因
果
関
係
が
あ
る
か
ら
、
Ａ
株
の
取
得
者
に
負
担
さ
せ
る
理
由

は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
本
判
決
は
、
四
月
一
三
日
発
表
後
の
株
価
の
急
落
は
、
経

済
情
勢
等
に
よ
っ
て
下
落
し
た
局
面
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
が
、

経
済
情
勢
等
が
何
を
指
す
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
仮

に
こ
れ
は
経
済
情
勢
等
に
よ
る
下
落
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
前
述
し

た
よ
う
に
、
損
害
賠
償
額
か
ら
そ
の
下
落
分
を
控
除
す
る
か
ど
う
か

を
検
討
す
る
際
、
ま
ず
Ｘ
が
Ａ
株
を
取
得
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
た

な
ら
ば
他
の
有
価
証
券
を
取
得
し
て
い
た
か
ど
う
か
を
認
定
す
べ
き

で
あ
る
。

　

虚
偽
記
載
が
公
表
さ
れ
た
後
の
市
場
価
額
の
変
動
に
つ
い
て
は
、

西
武
鉄
道
事
件
最
高
裁
判
決
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ろ
う
ば
い
売
り
」
が

集
中
す
る
こ
と
に
よ
る
過
剰
な
下
落
も
、
虚
偽
記
載
が
判
明
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
通
常
生
ず
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
事
態
で
あ
っ
て
、
こ

れ
を
当
該
虚
偽
記
載
と
は
無
関
係
な
要
因
に
基
づ
く
市
場
価
額
の
変

動
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ず
、
当
該
虚
偽
記
載
と
相
当
因
果
関

係
の
な
い
損
害
と
し
て
控
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
虚
偽
記
載
公
表
後
に
株
価
が
急
落
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
の
急
落
は
す
べ
て
当
該
虚
偽
記
載
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
判

断
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
ア
ー
バ
ン
事
件
最
高
裁
判
決

︵
最
判
平
成
二
四
年
一
二
月
二
一
日
金
融
・
商
事
判
例
一
四
〇
九
号

一
四
頁
）
は
、
公
表
日
に
お
い
て
、
虚
偽
記
載
等
の
事
実
と
と
も
に
、

民
事
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
の
事
実
に
つ
い
て
も
公
表
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
公
表
日
後
の
株
価
の
下
落
は
両
事
実
が
あ
い
ま
っ
て
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生
じ
た
も
の
と
み
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
虚

偽
記
載
公
表
後
に
株
価
が
急
落
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
要
因
と

し
て
ど
の
よ
う
な
事
情
が
考
え
ら
れ
る
か
、
そ
の
事
情
の
発
生
が
虚

偽
記
載
等
と
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
も
の
と
い
え
る
か
な
ど
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
判
決
で
は
、
六
月
四
日
虚

偽
記
載
公
表
後
の
株
価
の
急
落
は
、
す
べ
て
本
件
虚
偽
記
載
等
と
相

当
因
果
関
係
の
あ
る
損
害
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
期
間
に

虚
偽
記
載
等
以
外
の
要
因
が
生
じ
て
い
な
か
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

　

一
方
、
ア
ー
バ
ン
事
件
と
は
異
な
り
、
本
件
で
は
、
Ａ
に
よ
る
破

産
手
続
開
始
の
申
立
て
は
、
虚
偽
記
載
等
の
事
実
の
公
表
に
伴
い
株

式
が
上
場
廃
止
に
な
っ
た
後
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
Ｘ
が
上
場

廃
止
後
も
保
有
し
続
け
た
株
式
に
つ
い
て
、
Ｙ１
は
、
Ａ
の
破
産
に
よ

り
こ
れ
が
無
価
値
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
は
、
本
件
虚
偽
記
載

等
に
起
因
す
る
と
は
い
え
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本

判
決
は
、
破
産
会
社
の
株
主
が
上
場
廃
止
後
も
株
式
を
保
有
し
続
け

る
こ
と
も
通
常
あ
り
得
る
事
態
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
Ａ
の
破
産
に

よ
り
そ
の
株
式
が
無
価
値
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
も
、
本
件
虚

偽
記
載
等
と
因
果
関
係
が
あ
る
と
認
定
し
た
。
こ
の
よ
う
な
認
定
を

す
る
に
は
、
ま
ず
Ａ
が
も
し
虚
偽
記
載
等
を
し
て
い
な
け
れ
ば
破
産

手
続
開
始
の
申
立
て
が
不
可
避
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。
し
か
し
、
本
判
決
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て

お
ら
ず
、
十
分
な
認
定
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
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